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　最 近の 織 物 は 、 生 産 性 志 向 か ら消 費者 志向 に 変 りつ っ あ る 。 織物 の 一次 的 要
求で あ る 用 途 に 応 じ る機 能 は製織 技 術 の 進歩 に よ り、ほ ぼ満 た さ れ て い る が 、
二 次 的性 能 （風 合 い 等 ）に 大 き な ウ ェ イ トをしめ る よ うに な っ て き た 。
　 さて 、 織物 の 風合 い の 見 解 は 大 へ ん 複雑 な もの で あ る 。 現 代繊 維 辞 典 に よ る
と 「風 合 い と は 視覚 や 触覚 な ど に よ る官 能 的 な織 物 の 品 質 評 価 で 風 合 い の 内容
を分 析 す る こ とは 困難 で あ る が 、 お お む ね布 の 硬軟 性 、 弾性 、 粘 性 、 布 目の 粗
さ など の 性 質の 組み 合 わ さ れ た もの と考 え られ る」 と あ る 。
　英 語 で は 、 hand、handling、　feel、　texture な ど が 風 合い に 当 る 言葉で あ る 。 ま
た 、 個 々 に 物理 的性 質 を分 け る と 、 剛 軟性 （Flexibility）、圧縮 性 （Compress −
ibility）、伸 長性 （Extensibility）、 反 発 性 （Resilience）、密度 （Density）、 凹凸性
（Surface 　Cont。ur ）、 摩擦 性 （Surface　 Friction）、冷 温 性 （Thermal 　Char −
acter ）等 に 分 け られ る 。 こ の ほ か 、 総 合風 合 い 、 あ る い は 、ウ ー ル ラ イ ク （Wool
like）、 シ ル ク ラ イ ク 、 コ ッ ト ン ラ イ ク な どの パ タ ー ン 風 合 い に 分 け て 検討す る
場合 も考 え られ る 。
　 こ の た び 、 風 合 い の 一部 で あ る 、 厚 み 、 圧縮 、 曲 げ 、 伸 び 、摩擦 に つ い て 、
市販 布 17種類 を用 い て 試験 を行 な っ た 。 また 、 曲 げ 、 伸 び 、 摩擦 に つ い て は 、
レ コ ー ダ を使 用 した 。
一 1 一
工工一leotronlo 　 lbra y 　
Shukugawa Gakuin College
NII-Electronic Library Service
hukugawa 　 akuin 　 ollege
　 1 ．厚 み 、圧 縮 試 験 （TE −↑型）
　織物 の 風 合 い を計 測 す る の に 開 発 さ れ た 機 器 の 一部 で あ っ て 、厚 さ と 圧 縮 か た さ （や わ ら
か さ ） を測 定 す るも の で あ る。従 来布状 物の 厚 さ など は 、手 で さわ っ て 官能 的 に と ら え ら れ
て い た 。 し か し、本機 器 に よ っ て 、布 を破 壊 す る こ と な く、能 率 的 に 測 定 す る こ と がで きる。
写 真 ユー1　 厚 み 、圧 縮試験 器
　　  測定原理
　a． 布状 物 の 厚 さ を手 で さ わ っ て 調 べ る 場合、指 先 に よ る 圧縮 荷 重 は非 常 に 小 さ い の で 、
　　　微 少 な荷重下 で 測定 され な け れ ば な らな い 。
　b． 正確 な デ ータ が得 ら れ る た め 、微 少 荷重 が ゆ っ く り 加 え ら れ な け れ ば な ら な い 。
　布状物 を圧縮 し て 感 じ る圧 縮 か た さは 、圧 縮荷 重 に 対 す る 厚 み 変 化 の 度 合 を求 め る こ とで
測 定 で き る 。 微 少荷重 で 、しか も除 々 に 加 重 さ せ る こ とが 必 要 で あ る た め 、 衡 杆方式 を採 用
し、そ の 衡 杆 の 一部 を駆 動 さ せ て 、正 し い 計 測 値 が 得 ら れ る よ う に な っ て い る 。
写真 1 − 2
  ：上 部 圧縮 板
  ： ダ イ ヤ ル ゲ ージ
  ；ハ ン ドル
  ：試 料
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　   測 定 器 の 構 成
　大 き く分 け て 、ダ イ ヤ ル ゲ ージ 部 、衡 杆 部 、ダ イ ヤ ル ゲ ージ 駆 動部 、支 持 台部 よ り 成 り立
っ 。ダ イ ヤ ル ゲ ージ  の 下 部 に は 圧 縮板   、 上 部 に は 荷重 の せ 板 が っ い て い る 。 衡杆 部 1三は
衡杆 と 支持 台 が あ り、衡 杆 は べ ァ リ ン グ に よ っ て 支持 さ れ て．い る 。 ま た 衡杆 の 一方 に は ダ イ
ヤ ル ゲ
ージ 部 の 重量 を補 し ょ うす る バ ラ ン ス ウ ェ イ トが っ い て 、微 少圧 縮荷 重 を調 整 で きる 。
1 ）ダイ ヤ ル ゲージ　最 小 目盛 　O．　Olmm
　 　 　 　 　 　 　 　 　 ス トロ ー ク 　 10mm
2 ）上 、下 部圧締板 平行 度　 0．Ol  以 下 ．
3 ）上部 圧縮 板面積　 7   2 （約 3   直 径 の 円形 ）
4 ）ウ ェ イ ト　685．5± 0，lg
5 ）本体大 き さ　 巾 35．0   × 奥 行 12．0  X 高 さ 18．Ocm
6 ）重 量 　 4．6kg
  測 定法
1）測 定操作手順 に従 っ て 機 器調 整 を行 う 。
2 ）測定試料 は で き る だ け一定 の 温湿度の 部屋 で 、コ ン デ ィ シ ョ ニ ン グ して か ら洳定す る 。
3 ）厚 み 測 定 の 場 合 の 圧 縮 荷重 は、 3g ／  2 で 行 うが 、こ れ は あ ら か じ め 装置的 に 設 定 し て
　　あ る 。 厚み は mm 単 位 で 小 数 点 以 下 3 ケ タ ま で 読 み 、 こ れ に 圭 を乗 じ て 1枚 当 り の 厚 み
　 で 表示 （T ）と す る 。
4 ）圧縮 か た さ係 数 の 測 定 は 、圧 縮 荷 重 3g ノ   2 で の 厚 み と、圧 縮 荷 重 100g／cm2 での 厚み
　 （mm 単位 で 小 数 点 以 下 3 け た ま で 表 示 ）を求め 、式 に 従 っ て 算 出す る。（小 数点 以下 1 け
　　た ま で 求め 、C と す る ）
　　 な お 、ダ イヤ ル ゲージ の 目盛 は 加 重 静止 15秒 後 に 読 む 。
　　圧縮 か た ・係数 ・・）一（1
黼 を の せ な
羞諜 耄吾警霧
た と きの 厚 み
）
　 　 × 100
5 ） テ ス ト 回数 は 3 回 で 平均 をと る 。
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  測定 結 果
厚み、圧縮
i荷重をの せ ない ときの 厚み
　　　　　（a ）
荷重をの せ た と きの 厚み
　　　　 （b ）




1 2 3 平 均 1 2 3 平 均
1．綿 ブ ロ ー ド 0，3250 ．3500 ．3700 ．3480 ．2310 ．2300 ．2340 ．232 6ao ％
2 ．綿　 ネ　 ル 1．565L6801 ．6791 ．6411 ．045
’
1．0681 ．1651 ．093 66．6
3．別　　　　珍 1。1701 ．1801 ．1751 ．1791 ．0201 ．0181 ．0201 ．019 86．4
4．コ　ー ル 天 1，5201 ．5721 ．5821 ．5581 ．0301 ．0651 ．0051 ．033 66．3
5。綿 メ リ ヤ ス 1．1031 ．0681 ．1081 ．0930 ．7860 。7650 ．7950 。782 71．5
6．羊毛モ ス リ ン 0．2850 ．2910 ．2800 ．2850 ．2380 ．2310 ．2280 ．232 81，4
7．羊 毛 ジ ャ ージ 15231 ．6201 ．5901 ．5781 ．1101 ．1251 ．1201 ．118 70．8
　　ポ リエ ス テ ル8 ．
　 　 タ　　 フ 　タ
0．0950 ．0950 ．0950 ．0950 ．0860 ．0880 ．0890 ．088 92．6
　 　ポ リエ ス テ ル9．
　 　メ　 リ　ヤ ス
0．9750 ．9800 ．9650 ．9730 ．7900 ．795O ．7980 ．794 81．6
　 　 カ シ ミ ロ ン10．
　 　 モ 　 ス 　 リ　 ン
0．2980 ．3130 ．3000 ．3030 ．2300 ，2310 ．2300 ．230 76。0
1L をシ ミ ロ と
　 　 ン 　 ヤ　 　ー ン
1．2101 ．1451 ，1791 ．1780 ．8800 ，8020 ．8150 ．832 70．6
　 　 ナ　イ　 ロ 　ン12，
　 　 タ　 　 フ　 　 タ
0．1100 ．1100 ．1130 ．1110 ．1000 ．1000 ．1050 ．102 91．9
　 　 ナ　イ　 ロ 　ン13．
　 　 メ　 リ　ヤ ス
0．9550 ．9711 ．0110 ．9790 ．8500 ．8790 ．8750 ．868 88．7
　 　 ビ　ニ 　ロ 　ン14．
　 　モ 　ス 　 リ　 ン
0．3400 ．3440 ．3180 ．3346 ．2550 ．2550 ．2550 ．255 76．3
　 　 ア セ テ ー ト15。
　 　 デ　　シ　　ン
0．1800 ．2150 ．1780 ．1900 ．1700 ．1710 ．1650 ．169 88．9
　 　 ス 　　　　 　 フ16．
　 　モ 　ス 　リ　 ン
0．3040 ．3050 ．3090 ．3060 ．2480 ．2440 ．2250 ．239 78．1




0．4650 ．4800 。4850 ．4770 ．3700 ．3700 ．3750 ．372 78．0
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　 2 ．曲 げ試験 （TE −B 型）
　曲 げ試験 は 布状物 の 風 合い を計測 す る一方法 で あ り、TE − B 型 試験 器 を 用 い て 、測 定 を
行 う Q
写 真 2 − 1　 曲 げ 試験 器
写真 2 − 2　 レ コー ーダー
　　  測定原理
　布 状物 の 曲 げ 特 性 を測 定 す る 方 法 と し て 従 来 か ら よ く用 い ら れ た も の に 、片持 梁 を利 用 す
る 方法 や 、曲 げモ ーメ ン トー曲率曲線の ヒ ス テ リ ン ス 特 性 を求 め る方法 な ど が あ る 。 TE −
B 型 で は こ の 曲げ モ ーメ ン トー曲率 ヒ ス テ リ シ ス 特 性値 と 非 常 に 高 い 相 関 性 の あ る デ ー タ が
得 ら れ 、さ ら に曲率の 大 き い 領域で測 定 さ れ る 。 布 状物 の 曲げ に 対 す る抵抗 力が図 2 − U こ示
す よ うに 、曲 げ上部板 に 直 結 さ れ た ス ト レ イ ン ゲージ で 検 出 さ れ 、電 気 量 に 変換 さ れ て レ b 一
ダーに 記録 さ れ る 。 布 状物 の 曲 げ変 形 は 曲 げ上 部板 の 上 下方 向 の 作動 に よ り 行 な わ れ る が 、
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こ の 作動 は内蔵 さ れ た モ ー タ ーと ハ ー トカ ム の 回転 を利用 して い る の で 、その 変形 量 は常 に
一定で あ る 。
　 ま た 、 厚 い もの も薄 い もの で も一定の 曲率 ま で 曲げら れ る よ う に 、 厚み補正ね じ が つ い て
い る 。
  ：測定 試料
  ：曲 げ上 部 板
  ：曲 げ下部 板
  ：ス トレ イ ン ゲージ
図 2 − 1　布 状 物 の 曲 げ 変形 様 式 と 曲 1デ抵 抗 力の 検 出 方 法
　　  測定器 の 構成
　測 定 器 の 構 成 は 大 き く わ け て ス ト レ イ ン ゲ ージ を含 む曲 げ 変形 部 、駆 動 部 、厚 さ 補 正 部 、
機台 部
’
か ら成 り立 っ て い る 。
　 1 ）曲 げ上 部板 の 大 き さ　 4cm × 3　 cm 、下 部板 と の 平 行度 0．　Olmm以 下 、曲 げ上部板 可動距
　 　 　離 8mm
　 2 ） ス トレ イ ン ゲ ージ の 容 量 （非 接 触 型 ）定格 荷重値 200g 、ゲ ージ抵抗 270 Ω 定 格出力 2
　 　 　 mv ／v 定 格 変位 置 0．04mm
　 3 ） ダ イ ヤ ル ゲ ージ　最 小 目Pto．　Olmm　ス トロ ーク 20mm
　 4 ＞ 厚 み 補正 限 度 量 　 8mm
　 5 ＞チ ェ ッ ク ボ ッ ク ス 容量 　309
　 6 ）使 用 電源 　AC 　100V （60サ イ ク ル 、50サ イ ク ル 両方 可 能 ）
　 7 ） モ ータ ー　 2W
　 8 ＞大 き さ　 巾28。5cm× 奥 行 14．0  × 高 さ 24．2 
　 9 ）重量 　6．1kg
　 lO）測 定 補助 板 の 大 き さ　 40  × 40cm
　 ll）チ ャ ー ト速 度 （標準 ）　 200mm／min
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写 真 2 − 3　測 定 試料 を装置 し た 曲 げ試験 器
  ：ダ イ ヤ ル ゲ ジー
  ；試 料
  ：厚 み補 正 ね じ
  ：厚 み 補 正 ね じの 固 定 ね じ
  ：ス イ ッ チ
  ：パ イ ロ ッ ト ラ ン プ
  ： ク ラ ツ チ
　　  測 定法
　 1 ）測 定操 作 手 順 に 従 っ て 機 器調 整 を行 う 。
　 2 ）測 定用 試料 は 一定 の 温湿 度 の 部 屋 で 、コ ン デ ィ シ ョ ニ ン グ し て 測 定 す る 。
　 3 ）布状 物 の 曲 げ変 形量 は標準条件 と し て 曲率 7 品 と す る 。芯 地 な ど の よ う に 非 常 に 曲 げ
　　　 か た い もの の場合 は 、 もっ と曲率の 小 さ い （た と えば曲率 3 論 ）で 測 定 を行 う 。
　 4 ）得 ら れ た 曲げ変 形曲線 よ り次 の よ うな特性 を求め る 。
顛黛か た さ係数 （B ）＝最 高曲率 で の 曲 げ抵 抗 力 a （g）× 寺（g／  ）
　曲げ上 部板 の 大 き さ か ら、試 料 は 4   巾 に わた っ て 曲げ られ る た め 、チ ャ ー ト上 の 記録 さ
れ た 曲 げ抵 抗 力 に ÷ を乗 じ て 、 1   巾当 りの 曲 げ抵 抗 力 を表 示 す る 。
曲 げ戻 り係 数 （BR ）＝＝一定 曲率で の 曲 げ変 形 の ヒ ス テ リシ ス に 関 与 し た量 ＝ C／bX100 （％ ）
　 た て 方 向 の 測 定値 に は （T ）、よ こ 方 向 の 測 定 値に は （W ）を曲げ か た さ B や曲げ 戻 り性 B
R の あ と・に っ け区別 す る 。 し か し一般 に 曲 げ か た さ や 曲 げ 戻 り性 を ま と め て 表 示 す る と き は
た て 、よ こ の 平均値で 表 わ す 。








図 2 − 2
5　 7　 − 5
曲 　 率 （ 
1
）
20（  m ／min ）
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  測定結 果
最 高曲率で の 曲 げ抵抗 力（a ）
　 曲 げ戻 り係 数 （b）
　 曲げ戻 り係数（c ）
曲げか た さ係 数 （B ）
ag × 十 （9／  ）
曲 げ戻 り係 数 （BR ）
　 c／d× 100％
a b C T 　 WTW 平均 T 　 WTW 平均
T ° 10．9 7，0 3，1 2．7 44．3
4721．綿 プ ロ マ ド W 毒 14．1 9．6 4．8 3．5
3．150
。0
T24 ．713 ．5 5．2 6．2 38．5
38．72．綿　 ネ　 ル 　’
W26 ，015 ．7 6、1 6．5
6，4
38．9
T12 ．3 6．5 3．3 3．1 50．8
47．63 ．別 　　　　珍　 　 　 　 ．W17 ．0 9，0 4．4 4．3
3．7
44．4
T23 ．712 ．5 5．7 5．9 45．6
45．84 ．コ 　 　ール 天
W27 ．717 ．0 7．8 6．9
6．4
45．9
T6 ．1 3．4 1．4 1．5 41．2
36．65 ．綿 メ リ ヤ ス
W17 ．710 ．0 3．2 4．4
3．0
32．0
T6 ．4 3，5 2．7 1．6 77．1
79．56．羊 毛 モ ス リ ン
W1L2 6．6 5．4 2．8
2．2
81．8
T43 ，523 ．312 ．810 ．9 54．9
7．羊 毛 ジャ ージ




T6 ．8 4．1 2．3 1．7 56．0　 ポ リエ ス テ ル8 ．




T8 ．8 5．1 2．6 2．2 5LO　 ポ リ エ ス テ ル9．




T6 ．8 3．8 L9 1．7 50．0
52，2n 忽
ミ
月 W6 ．8 3，5 1．9 1．1 L7 54．3
T8 ．4 4，8 2．4 2．1 50．0
32．611辺 シ ミ ゜ と
　 ン 　 ヤ　 　ー ン W25 ．515 ．2 2．3 6．4
4．3
15．1
T6 ．1 3．7 2．1 1．5 56．8
57．6　 ナ　イ　 ロ　ン12．
　 タ　　 フ　　 タ W10 ．4 6．0 3，5 2．6
2．1
58．3
T15 。4 9．5 3，3 3．9 34．7




　 メ　 リ　ヤ　ス W29 ．518 ．0 5．2 7．4
5．7
28．9
Tla 　8U ．5 4．2 4．2 36．5　 ビ　ニ 　ロ　 ン14．
　 モ 　ス　 リ
．




T6 ．0 3．4 2．0 1．5 58．8　 ア セ テ ー ト15．




T5 ．4 2，6 1．7 L4 65．4　 ス　　　　　 フ
16．




T22 ，914 ．5 5．5 5．7 37．9
38．91嘯 蜜 テ燕・ W17 ．81L3 4．5 4．5 5．139 ．8
＊ T ： た て 　 ＊ ＊ W ； よ こ
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図 2 − 3　 曲 げ か た さ係 数 （B ）





















　 　 　 　 　 　 　 フ
ド ル 珍 天 ス ン ジ タ
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3　 伸 び 試 験 （TE ・E 型 〉
写真 3 − 1　伸 び 試験 器
　　  測定 原理
　布 状物 の 伸 長性 を測定 す る方法 と して 、一軸伸 長法 が よ く用 い られ る 。 こ の 場 合 、一般 に
は試料片 を切 り出 し測定す る が 、実際 の 風合 い 判定動作 に お い て は 、充分 に 大 き い 布状物 を
切 る こ とな く指で っ まみ 引張 っ て み る こ とで 判定 さ れ る 。
　本機 器 の 測 定方法 も こ の 点 を充分 考慮 し設計 させ た もあで 、試 料 を切 らず に 図 3 の 方 法 で
布を チ ャ ッ ク キ ン グ し測 定 す る 。





Ψ   ：チ ャ ッ ク
  ： 試 　　料
図 3 − 1　 布 の チ ャ ッ キ ン グ 方 法
　　  測 定器 の 構 成
本 機器 の 構成 は 写真 6 お よ び写真 7 に 示 す よ う に 、 レ バ  ー に よ り 開 閉 さ れ る 2 個 の チ ャ
ッ ク  が あ り、そ の 一方 の チ ャ ッ ク は ス ト レ イ ン ゲ ージ に 連結 さ れ 、も う一方 の チ ャ ッ ク は
ハ ン ドル   の 回動 に よ っ て 動 くよ うに な っ て い る 。 こ の チ ャ ッ ク の 移 動距 離 は 上 部 に 設 置 し
た ス ケ ール で 読 み と れ る 。 　　　　　　　　　　　　 ・
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写真 3 − 3
坤 び 試験 器 （上 面）
  ：チ ャ ッ ク 位 置 指針
  ：ス ケ ルー
写真 3 − 2
伸 び 試験 器 （正 面 ）
  ：チ ヤ ッ ク
  ： レ バ ー
  ：ハ ン ドル
1） ス ト レ イ ン ゲ ージ 容量 （非 接 触型 ） 定格 荷重値 1000g、ゲ ージ抵 抗270Ω 、定格 出 力 2
　 mv ／v 、定格変位置O．　04mm 。
2 ） チ ャ ッ ク 部 の 大 き さ　 っ か み 幅 6．0  、 把 持 力約 1．2kg／  2
3 ）伸び ス ケ ール の 最小 目盛 　0．Ol 
4 ） チ ャ ッ ク 可 動距 離　 15 
5 ）チ ェ ッ ク ボ ッ ク ス 容 量　9009
6 ）大 き さ 　巾 61．5cm× 奥行 15．5  × 高 さ 14．5 
7 ）電 源 　AC100V （60サ イ ク ル 、 50サ イ ク ル 両方 可能 ）
8 ）重量 　5．6kg
  測定 法
1 ＞測 定 操 作手順 に 従 っ て 機械 調 整 を行 う 。
2 ）測 定 用試料 は 、で きるだ け一定 の 温湿度の 部屋で コ ン デ ィ シ ョ ニ ン グ し て か ら測 定 す
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　 　る 。
3 ）試料 の チ ャ ッ キ ン グ は 、布状物 の 測定 部 を少 し た ぐ り寄せ た 状 態 で 台 の 上 に お き、そ
　 の 上 に 試験 器 を置 く 。
4 ） ス ト レ イ ン ゲージ部側 の チ ャ ッ ク を開 き、布 を把 持 し、次 に 伸 長側 の チ ャ ッ ク を開 き
　　チ ャ ラキ ン グす る 。 こ の 時 の テ ン シ ョ ン は 、手加 減 に よ る も の だ が 、ご くわず か テ ン
　　シ ョ ン の か か っ た状 態 に し、 伸長方 向 と布 の た て 、　 よ こ 方 向 と を合 わ せ る こ と が必
　 　要 。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 200 ．〔 
5 ）チ ャ ッ ク 問距 離1ま　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 と す る 。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 0
6 ）ハ ン ドル を伸長 方向 に 少 し まわ し、試 料 を緊張 さ せ 初荷重 点 （初荷 重50g）で の 試料長
　　（a ）を ス ケ ール に し て 読 む 。
7 ）伸 長変形 を させ て 行 き伸 長 力 が 800gに な っ た と き 試料 長（b）をス ケ ール で 読 む 。
　　試料 調 （a）、（b）は mm 単位 で 小 数 点以 下 1 ケ タ まで 読 む。
8 ） チ ャ ッ ク の 位置を再 び も と の 位置 に 戻 し 、 試 料 をチ ャ ッ ク か らはず す 。
9 ）伸び か た さ係 数 を次 の 式 で 求 め る 。
伸び か た ・ （・）一（・一雫）・ ・… ％ ）・…………・（・・
　　 （小 数点以 下 正ケ タ ま で 求め る）
　　た て 方向 の 測定値 に は （T ）、 よ こ 方 向 の 測 定値 に は （W ）を伸 び か た さ E の あ と に つ け
　　て 区 別 す る が 、一般 に 伸 び か た さ を報告す る時 、ま た 用意 さ れ た グ ラ フ に 表示 す る時
　　 は 、た て 、よ こ の 平均 値 で 行 う。
10）テ ス ト回数 は、た て （T ）方 向 と よ こ （W ）方 向 に つ い て 各 5 回 で 平 均 を と る。
  測 定結 果
伸 び か た さ 係 数 （E ）
試料 の 種類
E 　 ％ ） た 　 て （T ） よ　 こ （W ＞ 平　　　均
1 綿 　 　ブ 　 　ロ 　 　ー　 　 ド 99．1 97．8 98．5
2 綿　　　　 ネ　　　　 ル 98．1 94．1 96．1
3 別 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 珍 98 ．7 96．6 97，7
4 コ 　 　 　 　ー 　 　ル 　　 　天 98。6 95．8 97．2
5 綿 　 　メ 　 　 リ　 　ヤ 　 　ス 79．3 一　98 ，3 9，5
6 羊 　 毛 　 モ 　 ス 　 リ　 ン 98，2 92．6 95，4
7 羊 　 毛 　 ジ 　 ャ 　 　ー ジ 95．4 93，2 94．3
8 ポ リ エ ス テ ル タ フ タ 99．9 99．8 99．9
9 ポ リ エ ス テ ル メ リ ヤ ス 88．4 51．5 70 ．0
10 ア 　 ク　 リ　ル モ ス リ　ン 99．9 99。7 99 ．8
11 ア 　ク　リ ル ジ ャ ＿ ジ 80，1 一103．8 1L9
12 ナ 　イ　 ロ 　 ン　 タ　 フ　 タ 99．9 99．9 99．9
13 ナ イ　ロ ン メ　 リ ヤ ス 97．4 95．8 96．6
14 ビ ニ ロ 　ン モ ス リ　 ン 99．7 99 ．9 99．8
15 ア セ テ 　ート デ シ ン 99．8 99．8 99．8
16 ス 　 　フ 　 モ 　 　ス 　 　リ　　ン 99．9 99．5 99．7
17 ポ リエ ス テ ル ・綿 交 織 布 ge．8 99．8 99，8
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各試料 の 伸 び か た さ 系 数 （E ）の 比 較2図 3
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4 ．摩擦試験 （TE −F 型 ）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 写 真 4 − 1　 摩 擦 試 験 器
　   測 定原 理
物 体 A の B に 対す る摩擦係数 は 図 4 の よ う に な り、次 の 式 で 表 わ さ れ る 。
図 4 − 1
　 　　　　　　　　　 物体 A




　 　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　 　　 W ：物 体 A の 重量（g ）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 F ；物 体 A を F 方向
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 動 か す に 必要 な 力〈g ＞




  測 定 器 の 構 成
摩擦子 と摩 擦子 駆 動部 か ら 成 る 。
写 真 4 − 2
摩擦試験 器 （駆動 部 ｝
  ：ス イ ッ チ
  ：パ イ ロ ッ トラ ン プ
  ；移 動 部 固 定 ね じ
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写真 4 − 3　 摩 擦試験 器 （摩擦 子 ）
1 ）摩擦 子 の 大 き さ　 巾 1   × 長 さ 2   　　　　　　　　　　　　，
2 ）摩擦子 の 重量　　 50．0± 0．191 個
　　　　　　　　　　20．　0 ± 0．191 個
3 ） ス トレ イ ン ゲ ージ の 容量 （非接触型 ）定格荷 重値 100g、ゲ
ージ抵抗 270Ω 、 定格 出 力 2
　 mv ／v 、定 格 変 位 置 0．04mm
4 ） モ ータ ー　2W
5 ）摩擦 子 の け ん引速 度　 2　cm ／min
6 ）チ ェ ッ ク ボ ッ ク ス 容量 　 259
7 ＞電 源 AC100V （60サ イ ク ル 、50サ イ ク ル 両方 可能 ）
8 ）駆動 部 本体 の 大 き さ　巾34．5  × 奥 行 14．Ocm × 高 さ 13．0 
8 ）重量 　4．7 
  測 定法
1 ） 測 定 操 作 手 順 に 従 っ て 機 器調 節 を行 う。 、
2 ）測 定 用試料 は で き る だ け一定 の 温 湿度 の 部屋で 、 コ ン デ ィ シ ョ ニ ン グ して か ら測 定す る 。
3 ）布 間摩 擦係 数 を測定す る場合 、同一試料の 反末 を、摩 擦子 50gの 場 合は 約 2   × 11 
　　摩 擦 子 20gの 場 合は 約 2   × 7・cm の 大 き さ の もの を切 り取 り 、摩擦子 に と りつ け る。
　　こ の 時、布状 物 の た て 方 向 の 試験 に は た て 方向 に 摩擦 す る よ う、ま た 、よ こ 方 向 の 試
　 験 に は よ こ 方向 に 摩擦す る よ うに 取 りっ ける 。 （方 向 の 合わ せ 方に よ り 、 計測 図 形 が微
　　妙 に 変 化 す る の で 正確 に合 わす。）
4 ）水 平 な 台の 上 に 布 状物 を し わの な い よ うに そ して 、 た て あ る い は よ こ 方 向 に合 わ せ て
　　本機器 を置 く。
5 ）移 動部 の 固定 ね じを まわ し手 動 に て 移動部 をモ ーター部 よ り離 れ た 位 置 に セ ッ ト し ね
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　 　 じ で 固 定 す る 。
6 ）摩擦 子 を摩擦 子 け ん 引 用 ひ も に 取 りっ け 、 摩擦 子 を 手 で っ か ん で 動 か し、け ん 引用 ひ
　　も が ほ ぼ 直線 状 に 緊張 さ．れ た と こ ろ に 真 す ぐに セ ッ トす る 。
7 ）本体 の ス イ ッ チ を 入 れ 、摩擦 子 が 動 き は じ め た ら 、 レ コ ーダ ーの ス イ ッ チ を 入 れ チ ャ
　　ー トを 動 か せ 記録 さ せ る 。 （記録例 　 図 5 − 1 ）
　 測 定 中 は 、摩擦 子 が 正 確 に 布 状 物 の た て あ る い は よ こ 方 向 に 沿 っ て 、平行 に 動 い て い
　　る か ど うか 確認 す る 。 布状物 が や わ ら か く、伸 び や す い も の の 場 合 、摩擦子 の 移動方
　　向 の 前 方 に 布 の た る み が で き る 場 合 が ある の で 、摩擦子 の 後方 に 重 い 分銅 を お くか 、
　 　 こ の 処置 で た る み が と れ な い 場合 軽 い 方 の 摩擦 子 を 使 用 す る 。
8 ）所定 の 距 離 だ け 動 か せ て 試験 が終 れ ば ス イ ッ チ を切 り 1回 の 試験 が終 る 。
　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　 図 4 − 2　 記録 例 〔コ ール 天 〕
9 ）標 準 的 な測 定条件
　 a ）　 レ コ ーダーチ ャ ー トの フ ル ス ケ ール
　　　摩擦子 50gの 場 合 ：50gま た は 100g
　　　摩擦 子 20gの 場 合 ：20g ま た は 40g
　b） 摩擦 試験 時 閤　約 30秒 （摩 擦 子移 動距 離 、約 lcm）
　 c ）　 レ コ ーダーチ ャ ー ト速 度 ： 10cm／min
10）計 測 図 形 （第 5 − 1図 ）よ り摩 擦特 性 を次 の 式 で 求 め る 。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1
　　　す ぺ り摩擦 係 数 （F ）＝＝a （g ）X
　　　　　 　　　　　　 　　　　 使 用 し た 摩擦 子 の 重 量 （g）
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　単 位 は な く、小 数点 以 下 3 け た まで求 め る 。 た て 方 向 の 測 定 値 に は （T ）よ こ 方向 の 測 定 値
に は （W ＞を、す べ り に く さ F の あ と に っ け て 区別 す る が 、一般 に す べ り に く さ を 報 告 す る時
ま た は 用 意 さ れ た グ ラ フ に 表示 す る時 に は 、 た て 、 よ こ の 平均値 で 行 う。
　 図 4 − 3
計測 図形 の 例
変 位 置
11） テ ス ト回 数 は 、 た て （T ）方向 と よ こ （W ）方 向 に っ い て 各 5 回 で 平均 を と る 。






























































































































































































































す べ り 摩 擦 係 数
　　　　　　　　　　　　　　　　　F
試 料 の 種 類
た 　 て （T ） よ 　 こ （W ） 平 　　　 均
1 綿 　 　ブ 　 　ロ 　 　 一ー　　 ド 0．680 0．655 0．668
2 綿 　　　　　 ネ　　　　　 ル 0．640 0．785 0．713
3 別 　　　　　　　　　　　 珍 1．583 1．725 1．654
4 コ 　　　 　ー　　 ル 　　　天 1．035 1．340 1．188
5 綿 　 　メ　 　 リ　 　 ヤ 　 　ス 0．646 0．750 0．698
6 羊 　 毛 　 モ 　 ス 　 リ　 ン 0．803 0．575 0．689
7 羊 　 毛 　 ジ　 ャ 　 　ー ジ 0．815 0 ．805 0，810
8 ポ リ エ ス テ ル タ フ タ 0．604 0．416 0．510
9 ポ リ エ ス テ ル メ リ ヤ ス 0．310 0．925 0．618
10 ア 　 ク 　 リ　 ル モ ス 　 リ　 ン 1．416 1．350 1．383
11 ア　ク　リ　ル 　ジ　ヤ　 　ージ 0．688 0．772 0．730
12 ナ 　イ　 ロ 　 ン　 タ　 フ　 タ 0．245 0．173 0．209
13 ナ　イ　ロ 　ン　メ　リ　ヤ ス 0．498 0．690 0．594
14 ビ ニ ロ 　 ン モ ス 　リ　 ン 0．503 0．570 0．537
15 ア セ テ 　ー ト デ シ　 ン 0．710 0．738 0．724
16 ス 　　フ 　　モ 　　ス 　　リ　　ン 0．640 0．680 0．660
17 ポ リエ ス テ ル ・綿 交 綿 布 0．815 0．860 0．838
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5．総 合 風 合 い 結果及 び弁 別 閾







































1．綿 ブ ロ ード 0．348 66．0 3．1 47．2 98．5 0．668
2．綿　 ネ　 ル 1，641 66．6 6．4 38．7 96．1 0．713
3．別　 　 　珍 1．179 86．4 3．7 47．6 97．7 1．654
4．コ ール 天 1．558 66．3 6．4 45．8 97．2 1．188
5．綿 メ リヤス 1，093 71．5 3．0 36．6 9．5 0．698
6．羊毛モス リン 0，285 81，4 2．2 79．5 95．4 0．689
7．羊毛ジャ ジー 1．578 70．8 12．2 50ユ 94．3 0．810
　 ポリエ ス テル8．
　 タ　 7　 タ
0．095 92，6 2，5 59．6 99．9 0．510
　 ポリエ ス テル9．
　 メ　 リ ヤ ス
0．9？3 81，6 4．2 32．3 70．0 0，618
　 ア　ク リ ル10．
　 モ ス　リ ン
0．303 76．0 1．7 52．2 99，8 L383
　 ア　ク リ ル11．
　 ジ　ヤ ー ジ 1、178 70．6 4．3 32．6 11．9 0．730
　 ナ イ ロ ン
三2．
　 タ　 フ　 タ
0，111 91．9 2．1 57．6 99．9 0．209
　 ナ イ ロ ン13，
　 メ　リ ヤ ス
O．979 88．7 5．7 31．8 96，6 0．594
　 ビ ニ ロ ン14．
　 モ ス リ ン
0．334 76．3 4．9 38．6
．
99．8 0．537
　 ア セ テ
ー
ト15．
　 デ　 シ　 ン
0．190 88．9 1．8 66．9 99．8 0．724
　 ス　　　　フ15．
　 モ ス リ ン
0．306 78．1 1．9 62．0 99．7 0．660
　 ポ リエ ス テル1兄
　 綿　交　織
0．477 78．0 5．1 38．9 99．8 0．838
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　　　　　　　図 5 − 1　綿 ブ ロ ー ド と綿 ネ ル の 比 較
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
　　　　　　 圧 縮 か た さ 係
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
　　　　　　　　　　　　
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
　　　　　　　　　　　　
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　






L5 °4 °・3 0．60 ．　65
か た さ 係 数 （E ）
す ぺ り 摩 擦 係 数 （F ）
O．7　　 0．75　　0．8
記 　 号 試 　 　 料 　 　 名
一 綿 　 ブ 　 ロ 　 　ー ド
一 一く〉一一 綿　　　 ネ　　　 ル
図 5 − 2　 別珍 と コ ール 天 の 比 較
　　　　　　
　 　 　 　 　 　
　　　　　　
圧… h・・t… 係 ・ た ・係 数 ・El・
　　　　　　
　 　 　 　 　 　
　 　 　 　 　 　
　 　 　 　 　 　
　　　　　　
　　厚 み （T ）　 すべ り摩 擦係数 （F ）
1．6　 　1．5 1．2　 1．1 1．1 L．2　 L6 L7
記　号 試　　料　　名
一 別 　 　 　 　 　 　 　 珍
一 一（〉一一 コ 　 　 　ー 　 ル 　 　天
一 21一
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か た さ係 数 （E ）




記　   試　 　料　　
一<TAB>羊　 毛 　 モ 　 ス　 リ
ン 一 一 Z 一一<TAB>ア　ク 　 リ 　ルモス
リ　ン 一 ･ 心 一 一 一 <TAB>ス 　 フ　モ　
　 リ 　　ン 図 5 − 4 　 ア セテ ー ト デ シ ン ・ ポ リ エス テ ル タ フ タ ・ ナ イロ
タフタの比較
　 　 　 　 　 　
　　 　 　 　　
圧 縮 か た さ 係
　 　 　 　 　 　




@ 　 厚 み （ T） 　　　　　0．19　　　　　0．11　　
0 ． 09
係 数 ｛E ）
す。，摩鯀。，、， 0．205　0．210 　　0．
　 　 0 D720 　0 ．
5 記 　 号<TAB>試 　 　 料
　 名 一<TAB> A セ テ ー 　 ト デ シ ン
一 一く） 一一<TAB> | リエステ ルタ7 タ 一 一一
一曽一<TAB>
　イ　ロ　ン 　 タ 　 ． ブ 　 タ 一 22 一 N工工一
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　　　　　　　　厚 み （T ）　 　す ぺ り 摩 擦 係 数 （F ）
1．3　 LOO ．950 ．9 O．5 0．6 0 ．7
記　号 試　　料　　名
一 綿　 メ　 リ　 ヤ 　 ス
一 一一〇一一 ポ リエ ス テ ル メ リヤ ス
＿∠一 一＿ ナ イ　ロ ン メ リ ヤ ス
図 5 − 6　 羊 毛 ジ ャ ージ と ア ク リ ル ジ「ヤ ージ の 比 較
　　 　　 　　
　　 　　 　　
圧 縮 か た さ係 か た ・係 数 （・）
　 　 　 　 　 　
　 　 　 　 　 　
　 　 　 　 　 　




す 。 ，摩縣 数 ，。、
2．0 L5 1．0 0．70 ．750 ．8
記　 号 試 　 　 料 　 　 名
一 羊 　毛 　ジ　 ャ　 　ー ジ
一一く）一一 ア ク　リ　ル ジ ャ ー ジ
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図 5 − 7 　綿 ブ ロ ー ド ・ポ リ エ ス テ ル コ ッ ト ン 交織 ・ビ ニ ロ ン の 比較
圧 縮 か た さ 係
　 　 　 　 　 　
厚み （T ）
0．5 0．4 O．3
た さ 係 数 （E ＞
0．5 　 0．6 　 0．7 　 0．8 　 0．9
す べ り摩 擦 係 数（F ）
記 　 号 試 　　料　　名
一 綿　　ブ 　　ロ 　　 　ー　ド
一一（〉一一 ポ リ エ ス テ ル ・綿 交 織 布
一一十 ・一 ビ ニ ロ 　ン モ ス リ　ン
　　考　察
　布 の 風合 い の 全体 的 な 姿 を把 握 す る た め に 第 5 表 の よ う に 6 個 の 測 定値 を求め る 必 要 が あ
る が 、そ れ以 外 の 測 定 目的 に よ っ て は 、 2 、 3 個 の 測 定値 を求 め る こ と で 充 分 な こ と もある。
ま た 特 定 の 力学 的 要素 を組 み合 わ せ た の み で は 、真 の 手 触 り の 感 触 は 得 ら れ な い 。
　 ま た 摩 擦 試 験 に お い て は 布 上 に 載 せ る 重量 は 20g ま た は 50gで あ る が 、 こ れ は 金属 で あ る か
ら 、そ の 裏 面 に 比較す ぺ き 布 を貼 り合 わ せ て 、布 同上 の 摩擦係 数 を測 る こ と が で き る。ふ つ
うは 、傾 斜 板 を利 用 して 、布 が 滑 り始 め る tangent で 以 て 摩 擦 係 数 を表 わ す が 、こ の 装置 に よ
る摩 擦 係数 との 関連性 を調 べ る の も興 味 が あ る。
　 　 　 T
　今 回 の 実 験 資 料を異繊 維 で 同 じ織 り 方 の もの 、同繊 維 で 異 な っ た 織 り方 の もの な ど 、 7 つ
の パ ター ン に 分 け、弁 別閾で 比較 し た 。前 頁 の 図 5 − 1 か ら 図 5 − 7 ま で を参 照 さ れ た い 。
　以上 の よ う に 風合 い の 内容 を客観 的 1こ把 握 す る こ と が で き た 。 し か し 実 際の 風 合 い と測 定
の 限 界 の 問題 点 に つ い て は まだ まだ研 究 さ れ な け れ ば な ら な い 余地 が あ る と 思 わ れ る 。
　本実験 に ご 協 力下 さ っ た 大 阪樟蔭女 子 大学被 服物 理 学 研究 室 及 び同 学 教授 岡 本恒彦 先生 、
ま た 布の 風 合 い に っ い て 御懇 切 な る 御議 論 をい た だ き ま した東洋紡績 総 合研 究 所 の 松尾 達樹
氏 に 深 く感 謝 致 し ます 。
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